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　　　　　　　　緒　　　　　言

　筆者らは疾病の少ない植物に抗菌性物質が含まれてい

るのではないかと推定し，数種の植物から抗菌性物質を

単離，構造決定して来た1）．これらの植物のうち垣根な

どに栽培されているドウダンツツジE棚α励肋5μ閉一

Zα伽SCHNEID．からケイ皮酸誘導体を単離し，これが

抗菌作用を有することを明らかにしたが3），植物形態分

類上の位置と抗菌作用の有無との関係について調査する

目的で，今回ドウダンツツジ近縁のツツジ科植物につい

て抗菌性の有無を調査したので報告する．

　　　　　　　　実　験　材　料

　1．供試植物

　ツツジ科植物は日本各地から採集され，京都府立植物

園で栽培されている第1表にしめした31樹種を供試し

た．供試時期によって生体成分が異なることが予想され

るので，今回はすべて7～8月中に採取したものを用い

た．

　2．供　試　菌

　抗菌性の検定に用いた檀物病原菌はC06脇oろo1洲

伽ツαろω舳∫（S　ITO　et　KURIBAYASHI）DRECHSLER

（Hθ1伽〃んo功o舳伽oブツ2αθBREDA　et　HAAN）で京

大保存13号菌を用いた．

　　　　　実験方法，結果，および考察

　抗菌物質の有無はC．クψαろθα舳5分生胞子の発芽試

験を行なって判定した．供試植物の生葉1gを10m1の

メタノールで抽出し，水溶液におきかえてこの中で胞子
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発芽試験を行ない，28◎C，7時問保ってから測定した．

発芽率O％を抗菌作用有（十）とし，発芽率90％以上を

示した場合は抗菌作用なし（一）とした．また明らかに

発芽を阻止し，対照と異なる場合は抗菌作用弱（士）と

して表わした．結果は第1表に示した．抗菌作用の認め

られたものは，ムθ∂舳クα1〃5炉θL　subsp6〃舳ψz－

1o舳刎HARA　－Rんo∂oゐ刀みo〃6α鮒κ〃刎L，R　刎蜘一

ro舳Zα肋〃TURCz　varαZ〃切〃NAKAI，R肱∫肋ブoz

MAxIM，R　3θゆ伽1ZψoZ伽刎MIg，R　尾o刎zツα刎αθ

MAKINO，一R　尾αθ刎がκ2　PLANCH，R　！αクo〃κ〃刎

SURINGER　Eη尾zα励ん螂　加ブ〃Zα肋5ScHNEID，E

6κ〃〃〃5　MAKINO，γαoα刎〃〃z　o〃んα〃〃　MI9，γ

舳α脇A．GRAY　var．9・脇r舳KOIDz．の12種であつ

た．とくに脇o6oゐηみ0〃属には抗菌作用を有するも

のが多いようであった．供試樹種の38．7％に抗菌作用が

認められた．

　ツツジ科植物に感染する病原菌も多く報告されてお

り，環境条件によっては，これらの病原菌による疾病が

発生するものと思われるが，一般にツツジ科植物では病

斑を認めることが少ない．その原因の一つはこれらの抗

菌作用をしめす物質を含んでいるのが原因だと考えられ

る．

　ム励舳，Rんo∂o6刎み0η，γα㏄”舳属ツツジ科植物

の抗菌性物質が肋肋肋肋∫属ツツジ科植物から単離

された抗菌性物質と同一であるかどうかは現段階では明

らかでない．またツツジ科植物の形態分類上の位置4）と

抗菌性物質の有無との間には明確な関係は見出せなかっ

た．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　ツツジ科植物31種の葉に抗菌性物質の有無について検

討を加えた結果，12種に抗菌性物質を含むことが明らか

になった．とくにRんo606肋み0〃属には抗菌作用を有
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1. Antifungal activity of Encaceae plants 

Ericaceae 

Tripetalia 

Ledium 

L. palustre L. subsp. diversipilosum HARA ~ 
Menzresra 

Tsutsiophyllum 

T. tanakae MAXIM. -Rhododendron 
R, keiskei MIQ. 

R. dauricum L. + R mucronulatum TURCZ. var. ciliatum NAKAI + 
R. metternichii SIEB. et ZUCC 

R. metternichii SIEB, et ZUCC. var. hondoense NAKAI 

R, metternichii SIEB. et ZUCC. var, pentamerum MAXIM 

R. semibarbatum MAXIM 

R. tashiroi MAXIM. + R. serpyllifolium MIQ. + R. indicum SWEET 

R. komiyamae MAKlNO + 
R. kaempferi PLANCH. + R. tectum KOIDZ 

R. scabrum D. DON ~ R. macrosepalum MAXIM. ~ R. reticulatum D. DON 

R, wadanum MAKINO ~ R. japonicum SURlNGER + Chamaedaphne 
E pigaea 

Leucothoe 

L. keiskei MIQ. -L, grayana MAXIM. var. oblongifolia OHWI -
Pieris 

P. japonica D. DON -Lyonia 

L. elliptica OKUYAMA -Andromeda 
Enkianthus 

E. perulatus SCHNEID. + E. campanulatus NICHOLS 

E. cernuus MAKlNO 

E. cernuus MAKlNO f. rubens OHWI 

Gaultheria 

Vaccmrum 

V. bracteatum THUNB. ~ V, oldhami MIQ. 

V. smallii A. GRAY Var. glabrum KoIDZ. + 
Hugeria 

+actrve ~weakly actrve, -inactive 
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するものが多かった．供試樹種の38．7％に抗菌作用が認

められたが，ツツジ科檀物の形態分類上の位置と抗菌性

物質の有無との間には明確な関係は見出せなかった．
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Summ趾y

　The　wr1ters　haYe　stud．1ed　the　re1at1onsh1p　between　tlhe　ant1funga1act1Y1ty　of　extracts

made　from－the1eaves　of　Er1caceae　p1ants　and．morpho1og1ca1c1ass1f1cat1on　of　the　p1ants

Twe1ye　of　th1rty－one　Er1caceae　p1ants　had　ant1funga1act1∀1ty　on　the　con1d．1a　of　C06んZzo＿

ろo1ω舳ツαろω伽∫（SIT0etKURIBAYAsHI）DREcHsLERasshown1nTab1e1Ac1ear
re1at1onsh1p，however，cou1d．not　found1n　th1s　expenment


